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E－19 冬季における瘍床内暖房時C7)Si眠につぃて(第2叛)
　　　奈良女大衣攻o今井京子　宮沢そリエ　梁瀬度チ花岡利昌

住居学175

　近剃蔓床阿暖房其C･)奏達(Jめざましく, 追求ロ)アン刀による足だけの鋤分的暖房ｳヽら身

体全捧と暖めふ電気も布八と:支化しX きX Kヽる。本研究心吼房誤^使用-sる場かと/使用レ

ない場合，まに，暖房具の凌いなごによる睡眠パターソ，皮膚温，寝床知展⌒ワ)影奢を日月

りヽにす釘こめ･こ芙験^行なづこ。貧験,i環境調節室内z- 7 'c^o% と保ら. 淑人女手2名

を核酸希としｔ行なりこ. 4?回の支部沢公刻i、護床気候と伜動，褒葵勢などにつぃr発

表しに八今回り£に皮膚温についで発表ずる。反膚溝測支部仙s- fi体8却江としに。便

m暖房具u 気も布扨用，敷用，電気アソカでヽ, 暖房具同史吊しない場かﾋﾞして･よ碑シー

｀ソと毛布ﾌ)2 ■-?の場合乞考i t ,計5奪叶とレに･

　額。蔵膚温ii室内逼皮(J･影響と受け最こい欧く｡肩μどの和牛下ごも睡眠中最も変動ﾜぢ

しい。胸,背中,i皮膚遠の高い部位ではぼ35 ~6°Cでを定しt vヽt>．すね(ﾌﾘ‰毎違･よ電気毛

布掛用の場数にU37 r,こ達ずる; とも9りるが他の徊午下でμ盾い。足光0ヽ皮膚温･j;入床

叶でヽμﾉを漸位字最も低いv<. 足襄・足甲よりも湛岸上昇が翠ヽ,ヽ。足東と足甲訓ふどの蚤叶

下でヽも足甲の方ド

るまで上界z統^ﾅる。足3初位の岸虐基'iどの場かむ上昇しｔ平衡に･A.レ久稜･よま定して

い･i. その平衡しに藻度u 暖房具ど用いrこ場合でヽ■IJ-用いいヽ場合よリド己ほど凛い。まに，

足部位の皮膚温が平衡にまするま,て･の時めよ綿シーツ，毛布で･Uλく, ^気も布掛用が最

も蔡い。まに, 足則紅虜基と｡関連が深い足Tt-O･海床内温度よ. 八床時にら綿シーヽ/, も

布い刹0 "c前後，ブッ力r- μ25 u前後. 電気毛布りi3:と以上で'ゐることがわむヽバこ.

E－20気流邁の遂心こよる風遣丿吻直について
　　　爺良女欠券良　　o榊原央子筆順度子花岡利昌

　a 的気流は遥熱環瞳^素のI つμ数えられる株に峡直'-o･貧内織気賎沼呆フ上で重乖

帽貼作果していゐ.特に冬李の暖書時に薦がる隙M風･^疹薦的に不便なものである。そ

こでこの賦飢現象刻りS的涜睦,ヵヽり捉七る意味2･，環境属度に対レ弧度葦のある気流£琢

知t うる最橋風ま値こ黒皮喝破)乞知り　人俸と気琉の相互関係i理解jる基礎と宵^．

　方法環地過友山*ぼ快感帯/こ属する2tDt ･ 25t: (共･こRH 60ｚ )(7) 2徊fとし，同一環
境遥遥戻内において　成人女手被験奮の頬に玲羞･^岑温・暖逼の風とそれぞれ風^と増

しなびら当xていき，気流認知時の風£･気琉-B. ・頬皮膚遺?^測定しrこ，気流発JL 装置･A

ヒーｙ一乞輛込んjご薫量調整可能な市販7 －ラー改造晶と用い。吹出口(よ(5 ･･9 )cm (7)

矩形としu. 温度漫伎にli　φO.|inmO銅- =.ン又クンダン熱電対り史用しに。

　秘果　気流温と風運丿哺値ヒの関係についてμ，珊境浪礎2D'C・25X.共に気流温が低い程

聞値･ふ縞い。しりヽレ　mat温よ') 棉温気流でμ撞々ヽ(ﾌ)温麦羞で･も閥i&-(^変化がみられ　気
流温(こ此岐でゐるび。ゑ,こ高温気流では高い属値と示すと同時に　温度差による闇値如しj

に＼i->きりしrこ相喩よ匙られず　闇値(7> IJ,"らつ5が欠きV."。まrこ,環境温度2りt,と25tlC7>

両者Y比べると　25°CC7>場合(z)方が縞温気流に対して, より敏薦に感知しているが，高遠

気流lこ対t る｛奮(7)まいu　闇値･こばらつさびある,#≫ t>ヽらも推察される様に明碓な相関μ

見られない。本実験でほ，SE.に報告されてヽ･る気流温刎氏下による風虎闇値刮臨下｀が再認

されrこ八さらド　低温気流|よ鳥膚温偽下ともrこらし　そのUめ|こ後力ヽの遠浅低下でヽ気坑

乃在席を7強めるということびわひ｀，た。




